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１０月１３日に町民グラウンドで第５０回鞍手町民体育祭がおこなわれました。

９月定例会は、９月４日から９月２０日までの１７日間の会期で開催されました。
町長から提案された一般会計補正予算など２３議案を審議し、いずれも原案のとおり可決・同意・認定しました。
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■会計別の決算状況

会　　計　　名 歳　入
（財源）

歳　出
（使いみち）

歳出の前年度
との比較（％）

一　　般　　会　　計 71 億8,923 万円 70 億 3,132 万円 105.6％

特 

別 

会 

計

国民健康保険事業 20 億6,805 万円 22 億 2,683 万円 93.9％
かんがい施設維持管理運営費 5,149 万円 5,149 万円 84.2％
後期高齢者医療 2億2,611 万円 2億2,522 万円 109.0％
住宅新築資金等 101 万円 99 万円 126.9％
流域関連公共下水道事業 ６億3,772 万円 ６億3,351 万円 97.8％
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 540 万円 540 万円 88.1％
中山西区用地造成事業 5,846 万円 5,846 万円 －
泉水団地改良住宅移設事業 ５億4,597 万円 ５億4,569 万円 －

水 道 事 業 会 計
収益的収支 ２億9,244 万円 3億 567 万円 111.5％
資本的収支 185 万円 6,496 万円 7.2％

病 院 事 業 会 計
収益的収支 27億6,921 万円 26億8,616 万円 102.4％
資本的収支 １億4,921 万円 2億4,464 万円 94.2％

介護老人保健施設事業会計
収益的収支 ３億6,481 万円 ３億4,940 万円 105.3％
資本的収支 14 万円 2,146 万円 100.5％

平成24年度決算を認定
　各会計の決算を審議の結果、国民健康保険事業特別会計、住宅新築資金等特別会計を賛成１０・反
対１で、その他の会計を全員賛成で認定しました。

　

平
成
24
年
度
の
決
算
で
は
、

歳
入
決
算
額
71
億
８
９
２
３
万

円
と
、
前
年
度
に
比
べ
４
億
１

５
１
１
万
円
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
支
出
金
（
民
生

費
県
負
担
金
、
農
林
水
産
業
費

県
補
助
金
）、
諸
収
入
が
増
額

と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
70
億
３
１

３
２
万
円
で
前
年
度
よ
り
３
億

７
４
４
５
万
円
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
新
中
学
校
の

土
地
・
建
物
購
入
費
や
防
災
行

政
用
無
線
施
設
整
備
に
係
る
事

業
、
活
力
あ
る
高
収
益
型
園
芸

産
地
育
成
事
業
に
よ
る
歳
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◉
一
般
会
計
決
算
70
億
３
１
３
２
万
円　

前
年
比 

３
億
７
４
４
５
万
円
の
増
加

▶活力ある高収益
型園芸産地育成事
業で設置されたぶ
どうハウス

新中学校の土地・建物購入費、防災行政用無線施設整備に係る事業など

▶防災行政用無線
施設整備で設置さ
れた放送施設



　

平
成
24
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町　
　

　

歳
入
は
、
税
や
地
方
交
付

税
、
国
・
県
支
出
金
、
町
債

な
ど
で
、
地
方
交
付
税
、
国・

県
支
出
金
は
全
体
の
約
48
％

を
占
め
、
国
・
県
へ
の
依
存

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
予
算
が
流
動
的・

他
動
的
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
補
正
を
行
う
こ
と
は
最

小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。
歳
出
で
は
、
主
な

事
業
と
し
て
は
、
活
力
あ
る

高
収
益
型
園
芸
産
地
育
成
事

業
や
防
災
行
政
用
無
線
施
設

整
備
に
係
る
事
業
、
新
中
学

校
の
土
地
・
建
物
購
入
費
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
歳
入

歳
出
の
当
初
予
算
と
最
終
予

算(

繰
越
額
を
含
む)

に
お

い
て
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る

款
が
あ
る
が
、
予
算
の
執
行

状
況
及
び
事
務
事
業
の
実
施

状
況
か
ら
し
て
や
む
を
得
な

い
も
の
が
あ
り
、
妥
当
な
予

算
編
成
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
は
、
１
億
５
８
７
８
万

円
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
医
療
費
抑
制
に
あ
た
っ

て
創
意
工
夫
を
さ
れ
、
保
険

事
業
の
安
定
に
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入

は
、
財
産
収
入
お
よ
び
繰
入

金
の
減
少
に
よ
り
９
６
９
万

円
の
減
、
歳
出
も
事
業
費
の

減
少
に
よ
り
同
額
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
適
正
に

運
用
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
89
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
適

正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会

計
は
、
現
在
償
還
業
務
の
み

で
、
２
万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
貸
付
金
回
収
金

未
済
額
は
、
２
７
１
４
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
98
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
未
収
金

の
回
収
に
つ
い
て
、
一
層
の

努
力
を
要
望
し
ま
す
。

　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
は
、
８
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下

水
道
整
備
普
及
率
は
39
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
実
質
収
支
額
４

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
正
に
運
用
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

中
山
西
区
用
地
造
成
事
業

特
別
会
計
は
、
実
質
収
支
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
適

正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

　

泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設

事
業
特
別
会
計
は
、
実
質
収

支
額
は
28
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
適

正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
前
年

度
に
改
良
工
事
が
完
了
し
た

浄
水
場
の
減
価
償
却
費
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
１

４
８
７
万
円
の
純
損
失
と
な

り
ま
し
た
。
経
費
の
削
減
に

よ
り
一
層
努
め
る
と
と
も

に
、
適
正
な
利
益
を
確
保
す

る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
７
７

９
２
万
円
の
純
利
益
を
あ
げ

ま
し
た
。
経
営
を
取
り
巻
く

環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医

療
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
努
力
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

会
計
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

１
５
４
１
万
円
の
純
利
益
を

あ
げ
ま
し
た
。
本
施
設
は
町

民
か
ら
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
な
お
一
層

事
業
運
営
の
効
率
化
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

平成22年度 平成23年度 平成24年度

収入未済額 １億 4,252 万円 １億 3,186 万円 １億 2,882 万円
不納欠損額 5,304 万円 1,759 万円 1,095 万円

合　計 １億 9,556 万円 １億 4,945 万円 １億 3,977 万円

■その他の未納額

平成22年度 平成23年度 平成24年度
町　民　税 5,987 万円 5,467 万円 5,419 万円
固定資産税 5,779 万円 5,136 万円 4,903 万円
軽自動車税 606 万円 616 万円 591 万円

合　計 １億 2,372 万円 １億 1,219 万円 １億　913 万円

■税目別の滞納額

■収入未済額と不納欠損額

③ 平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100

そ
の
他
の
会
計

一 

般 
会 
計

約１億913万円町税滞納額

▶不納欠損（ふのうけっそん）
　地方税法等の規定により、滞納分を徴収できなくなったとして消滅させること。

～
監
査
報
告
書
か
ら
～

24
年
度
決
算
を
見
る

平成22年度 平成23年度 平成24年度
町営住宅家賃 1,416 万円 1,450 万円 1,371 万円
保 　育　 料 452 万円 517 万円 597 万円
国 　保　 税 １億 1,048 万円 9,984 万円 １億　118 万円

住宅新築資金等 2,861 万円 2,812 万円 2,714 万円



平 成 ２ 4 年 度

一　般　会　計
（財源）歳入

71億8,923万円

歳入決算額
71 億8,923 万円

（100％）

町税
17億2,693 万円

（24.0％）

自主財源

町が自主的に
　集めることが
　　できるお金

国や県から交付
されるお金
や借金

依存財源

25 億
5,852 万円
（35.5％）

46億
3,071 万円
（64.5％）

地方交付税
25億　217 万円

（34.8％）

町債
8億7,276 万円
（12.1％）

　国庫支出金
4億8,630 万円

（6.8％）

県支出金
4億7,912 万円

（6.7％）

■町税の内訳
税　目 収　入　額 割合（％）

町　民　税 7億1,389 万円 41.3％

固定資産税 8億3,000 万円 48.1％

軽自動車税 3,891 万円 2.3％

町たばこ税 1億4,413 万円 8.3％

合　計 17億2,693 万円 100.0％

25億1,590 万円

■地方交付税の推移

平成24年度

平成22年度

平成23年度

0　　　　　10億　　　　20億

24億1,940万円

平成 25 年 10 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100 ④

諸収入
4億2,797 万円

（6.0％）

使用料及び手数料
1億6,831 万円

（2.3％）

○分担金及び負担金

○繰越金  
○財産収入　   
○繰入金
○寄附金　　　　

○児童福祉費負担金　2,969 万円
○後期高齢者医療保険基盤安定負担金

3,979 万円
○障害者自立支援給付費負担金

8,837 万円
○児童手当負担金　　3,115 万円
○国民健康保険基盤安定負担金

4,503 万円
○農業費補助金　　　7,433 万円

○児童福祉費負担金　5,938 万円
○障害者自立支援給付費負担金

1 億 7,691 万円
○児童手当負担金

1 億 3,953 万円
○消防施設整備事業費補助金

2,190 万円
○子ども手当負担金　3,149 万円

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。

6,931 万円（1.0％）

○地方消費税交付金

○地方譲与税
○地方特例交付金
○

2,767 万円（0.4％）
○

2,506 万円（0.3％）

○利子割交付金　376 万円（0.1％）
○交通安全対策特別交付金

○配当割交付金　   
○株式等譲渡所得割交付金

579 万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

335 万円（0.1％）
（0.0％）

75 万円（0.0％）

1 億 5,169 万円（2.1％）

25億　 217 万円

6,939 万円（1.0％）
291 万円

1 億　 131 万円（1.4％）
1 億 1,724 万円（1.6％）

1,288 万円（0.2％）
330 万円（0.0％）

57 万円（0.0％）

平 成 ２ 4 年 度

一　般　会　計



平 成 ２ 4 年 度

一　般　会　計歳出（使いみち）

70億3,132万円

総務費
15億3,813 万円

（21.9％）

民生費
21億3,188 万円

（30.3％）

衛生費
8億9,268 万円

（12.7％）

土木費
4億4,023 万円

（6.3％）

教育費
5億3,560 万円

（7.6％）

公債費
7億　96 万円
（10.0％）

消防費
4億2,189 万円

（6.0％） 歳出決算額
70 億3,132 万円

（100％）
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○山田川水利組合負担金
700 万円

○道路橋梁費　　  3,457 万円
○町営住宅管理費  1,463 万円
○大谷自然公園指定管理料

651 万円
○流域関連公共下水道事業
　繰出金　　  2 億 6,847 万円

○商工会補助金　　　400 万円
○元気まつり補助金　　226 万円
○地域バス路線等運行維持費
　　　　　　　      2,540 万円
○中山西区用地造成事業特別会計
　繰出金  　　　　　　3,846 万円

○水田農業担い手機械導入支援
　事業補助金　　　　652 万円
○計画転作互助方式推進事業
　補助金　　　　　1,351 万円
○活力ある高収益型園芸産地
　育成事業　　　   5,464 万円

○病院群輪番制病院事業　　　　　 470 万円
○各種予防接種に関わる経費　　 3,729 万円
○葬斎場運営に関わる経費　　　 2,899 万円
○健康増進事業　　　　　　　　 2,067 万円
○母子保健対策事業　　　　　　 1,539 万円
○し尿処理に関わる経費　　　　   9,528 万円
○じん芥処理に関わる経費　3 億 1,155 万円
○小型浄化槽整備補助金　　　　　 975 万円

○後期高齢者医療給付負担金
2 億 1,990 万円

○介護保険広域連合負担金
2 億 6,404 万円

○障害者自立支援事業
3 億 4,173 万円

○私立保育所運営費負担金
1 億 7,288 万円

○児童手当 　2 億　184 万円
○総合福祉センター指定管理料

6,164 万円
○重度心身障害者医療対策事業

5,457 万円
○国民健康保険基盤安定負担金

6,835 万円

○鞍手駅関連施設管理委託料　　　583 万円
○公有財産購入費　　　　  1 億 2,568 万円
○交通安全施設整備費　　　　　　422 万円
○外国人住民基本台帳システム委託料 788 万円
○衆議院選挙及び最高裁判所国民審査 843 万円
○町長選挙　　　　　　　　　　　607 万円

○直鞍広域消防負担金
2 億 8,618 万円

○防火水槽新設工事    464 万円
○防災行政用無線施設整備工事
　　　　　　　　  9,849 万円

○外国青年招致事業 512 万円
○新中学校校舎改築等整備実施
　設計委託料　　  4,663 万円
○新中学校土地・建物購入費
　　　　　　  1 億 3,000 万円

○議員報酬　　　  3,851 万円
○政務調査費　　　    94 万円
○会議録速記料　　  261 万円

総合福祉センター建設等の
借入金など

○九州労働金庫預託金
1,000 万円

○緊急雇用創出事業臨時特例基金事業委託料
2,072 万円

商工費
8,501 万円
（1.2％）

議会費
9,882 万円
（1.4％）

農林水産業費
1 億 4,271 万円

（2.0％）

労働費
4,093 万円
（0.6％）

平 成 ２ 4 年 度

一　般　会　計
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◉
一
般
会
計  

３
２
２
７
万
円
を
追
加

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
費
や
特
産
物
の

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
費
等
を
追
加

　
本
補
正
予
算
は
、
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
の
普
通
交
付
税
や

室
木
小
学
校
の
校
舎
火
災
に
対
す
る
損
害
賠
償
保
険
金
な
ど
が

確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
追
加
補
正
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
国

庫
補
助
事
業
の
取
り
組
み
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
歳
入

予
算
を
追
加
補
正
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
歳
出
で
は
、
新
た
な
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に
取
り

組
む
た
め
の
事
業
費
や
町
が
特
産
物
の
販
売
促
進
を
目
的
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
関

係
予
算
を
追
加
補
正
し
て
い
ま
す
。 （

賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決
）

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
中
山
西
区
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ
の
他
の
予
算

平成２５年度補正予算
９月定例会

▶農業基盤整備促進事業（暗渠排水事業）が予定される木月地区

　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　   
　

○財政調整基金繰入金減額

一般会計補正予算のうち主なもの
歳入（収入）
○地方交付税追加
○国庫支出金追加

1 億 8,079 万円
3,127 万円

２億 1,094 万円
○繰越金追加 8,763 万円
○雑入追加 2,959 万円

○財政調整基金費追加　
○農業基盤整備促進事業費追加
○自治体 SNS 運用委託料追加

歳出（支出）
6,241 万円
3,255 万円

273 万円

　　

こ
の
補
正
予
算
に
は
、
新
規
単
独

事
業
と
し
て
武
雄
市
長
が
提
唱
す
る

Ｆ
Ｂ
良
品
通
信
販
売
サ
ー
ビ
ス
に
町

が
参
加
す
る
た
め
の
初
期
費
用
や
、

月
々
の
運
営
費
用
の
合
計
２
７
３
万

円
、
新
た
に
設
立
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
駐
在
員
事
務
所
開
設
費
用
に
対
す

る
町
の
負
担
金
92
万
円
が
予
算
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
議
案
質
疑
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
新
規
事
業
に
対
し
、
25
年
度
分
で

３
６
５
万
円
、
来
年
度
以
降
も
毎
年

３
２
４
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
だ
け
の
費
用
対
効
果
が

あ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
通
信
販
売
す

る
商
品
の
種
類
を
常
時
、
一
定
量
確

保
で
き
る
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
出
品

数
や
売
り
上
げ
の
年
次
計
画
も
な
い

上
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
紹
介
す
る
特

産
品
も
決
ま
っ
て
い
な
い
現
状
で
、

町
民
の
貴
重
な
税
金
の
使
い
道
に
値

す
る
か
な
ど
の
疑
問
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
農
産
品
を
含
め
た

商
品
の
新
た
な
販
路
の
確
保
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

指
摘
し
た
課
題
を
解
決
し
、
税
金
の

無
駄
使
い
に
な
ら
な
い
よ
う
対
処
す

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成

い
た
し
ま
す
。

（
岡
﨑　
邦
博
）

（
賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決
）

◎
町
が
お
こ
な

う
、
特
産
物
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
販
売
事

業
（
Ｆ
Ｂ
良
品

事
業
）
と
は

　　
「
自
治
体
運
営
型

通
信
販
売
サ
ー
ビ

ス
」
の
こ
と
で
、

各
地
の
自
治
体
が

核
と
な
り
「
地
域

の
良
い
も
の
」
を

掘
り
起
こ
し
全
国

に
向
け
て
発
信
す

る
、
特
産
物
販
売

促
進
を
目
的
に
、

地
域
所
得
の
向
上

を
め
ざ
す
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

賛
成
討
論

平成２５年度補正予算



（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
子
ど
も・

子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推

進
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

　

地
方
税
法
に
お
い
て
、
個

人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直

し
、
金
融
・
証
券
税
制
に
お

け
る
金
融
所
得
課
税
の
一
体

化
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を

行
う
た
め
、
税
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

の
算
定
に
お
け
る
株
式
等
に

係
る
譲
渡
所
得
の
申
告
分
離

課
税
制
度
が
、
地
方
税
法
に

お
い
て
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を

行
う
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

　

職
員
が
外
国
に
出
張
し
た

場
合
の
旅
費
の
支
給
基
準

と
、
特
別
の
事
情
等
に
よ
る

出
張
を
し
た
場
合
の
旅
費
の

調
整
に
つ
い
て
規
定
す
る
た

め
、
関
係
条
文
を
整
備
し
、

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
、遠
賀
川
渡
河
橋
は
、

平
成
17
年
12
月
に
福
岡
県
と

北
九
州
市
が
負
担
区
分
の
協

定
を
締
結
し
、
県
事
業
と
し

て
進
め
ら
れ
、
平
成
20
年
度

よ
り
本
格
的
に
着
手
し
、
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
遠
賀
川
渡
河
橋
の
完
成
に

よ
り
、
平
成
23
年
２
月
に
供

用
開
始
さ
れ
た
鞍
手
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
ア
ク
セ

ス
道
路
と
連
携
し
た
本
地
域

の
交
通
軸
が
強
化
さ
れ
、
新

た
な
浮
揚
・
発
展
の
可
能
性

が
増
大
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
地
域
が
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

上
で
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

や
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
と
同
様
に
遠

賀
川
渡
河
橋
整
備
に
よ
り
、

新
た
な
土
地
利
用
の
展
開
、

企
業
誘
致
、
雇
用
の
場
の
確

保
、
定
住
促
進
と
そ
れ
ぞ
れ

の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
、
本
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
取
り
付

け
道
路
部
に
お
い
て
用
地
の

取
得
が
難
航
し
て
い
る
箇
所

が
あ
り
、
県
並
び
に
町
と
し

て
も
地
権
者
と
幾
度
と
な
く

交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
に
用
地
取
得
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
直
方
県
土
整
備
事

務
所
か
ら
は
、
橋
の
供
用
開

始
を
行
う
た
め
、
仮
の
取
り

付
け
道
路
を
整
備
し
た
い
旨

の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
が

現
状
で
は
止
む
を
得
な
い
措

置
と
判
断
致
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
遠
賀
川
渡
河
橋

の
早
期
完
成
に
向
け
県
と
連

携
し
て
い
く
こ
と
と
致
し
て

い
ま
す
。

⑦ 平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100

条
例
の
制
定
・
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
事
項
を

定
め
る
た
め

▼
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
を
制
定

地
方
税
法
の
一
部
改

正
の
た
め 

▼
税
条
例
の
改
正

▼
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
改
正

職
員
旅
費
の
支
給
基

準
見
直
し
の
た
め

▼
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
改
正

行　
政　
報　
告

（
仮
称
）
遠
賀
川
渡
河
橋
整
備
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

  　
　
町
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▶現在の（仮称）遠賀川渡河橋

行　
政　
報　
告



【
要
旨
】
全
国
森
林
環
境
税

創
設
促
進
議
員
連
盟
は
、
森

林
の
公
益
的
機
能
を
継
続
し

て
確
保
す
る
た
め
、
新
た
な

税
財
源
で
あ
る
「
全
国
森
林

環
境
税
」
を
創
設
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
活
動
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
24
年

10
月
に
導
入
さ
れ
た
「
地
球

温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」

い
わ
ゆ
る
現
政
権
下
で
の

「
石
油
石
炭
税
の
特
例
措
置
」

に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村

が
担
う
吸
収
源
対
策
に
対
し

て
も
譲
与
す
る
仕
組
み
の
構

築
を
国
の
税
制
改
正
大
綱
に

盛
り
込
む
べ
く
、
全
国
の
市

区
町
村
議
会
に
対
し
て
意
見

書
採
択
の
要
請
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
５
８
５
市
区
町
村

議
会
か
ら
意
見
書
の
採
択
を

い
た
だ
き
、
政
府
並
び
に
国

会
に
対
し
て
強
力
に
活
動
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
連
盟

が
求
め
る
「
森
林
吸
収
源
対

策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
の

仕
組
み
の
創
設
」
に
つ
い
て

は
、
今
一
歩
の
と
こ
ろ
で
実

現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
議
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
森

林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の

財
源
確
保
の
た
め
の
意
見

書
」
を
採
択
い
た
だ
き
、
政

府
・
国
会
等
関
係
要
路
に
提

出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
陳
情

い
た
し
ま
す
。

（
陳
情
者
）

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進

議
員
連
盟
会
長　
板
垣
一
徳

　　

現
在
、
森
林
吸
収
源
対
策

及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
仕

組
み
が
不
明
確
で
あ
り
、
今

後
、
調
査
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
継
続
審
査
と
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
要
旨
】
我
々
町
村
議
会
は
、

平
成
20
年
以
来
、
町
村
議
会

議
長
全
国
大
会
に
お
い
て
、

そ
の
総
意
に
よ
り
、「
住
民

自
治
の
推
進
に
逆
行
す
る
道

州
制
は
行
わ
な
い
こ
と
。」

を
決
定
し
、
本
年
４
月
15
日

に
は
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
が
「
町
村
や
国
民
に
対
し

て
丁
寧
な
説
明
や
真
摯
な
論

議
も
な
い
ま
ま
、
道
州
制
の

導
入
が
決
定
し
た
か
の
ご
と

き
法
案
が
提
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。」
と
す
る
緊
急
声

明
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
７
月
18
日
に
は
、

「
道
州
制
は
絶
対
に
導
入
し

な
い
こ
と
。」
と
す
る
要
望

を
決
定
し
、
政
府
・
国
会
に

対
し
、
要
請
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
与
党
に

お
い
て
は
、
道
州
制
導
入
を

目
指
す
法
案
の
国
会
へ
の
提

出
の
動
き
が
依
然
と
し
て
み

ら
れ
、
我
々
の
要
請
を
無
視

す
る
か
の
動
き
を
み
せ
て
い

る
。

　

町
村
は
、
こ
れ
ま
で
国
民

の
生
活
を
支
え
る
た
め
、
食

料
供
給
、
水
源
涵か
ん
よ
う養
、
国
土

保
全
に
努
め
、
伝
統
・
文
化

を
守
り
、
自
然
を
活
か
し
た

地
場
産
業
を
創
出
し
、
住
民

と
と
も
に
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　

効
率
性
や
経
済
性
を
優
先

し
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
、

郷
土
意
識
を
無
視
し
て
つ
く

り
上
げ
る
大
規
模
な
団
体

は
、
住
民
を
置
き
去
り
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
到
底
地
方

自
治
体
と
呼
べ
る
も
の
で
は

な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
町
議
会
は
、

道
州
制
の
導
入
に
断
固
反
対

す
る
。

（
送
付
先
） 

衆
議
院
議
長　
　
伊
吹
文
明　

参
議
院
議
長　
　
山
崎
正
昭

内
閣
総
理
大
臣　
安
倍
晋
三　

副
総
理　
　
　
　
麻
生
太
郎

内
閣
官
房
長
官　
菅　
義
偉

総
務
大
臣　
　
　
新
藤
義
孝

（
提
出
者
）

      

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

会
長　
中
ノ
森　
愼
一
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道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方

の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
」
の
採
択
に
関
す
る
陳
情

意
見
書 

議
員
発
議
に
よ
り
可
決
し
た

事
項
に
つ
い
て
、
国
の
機
関

に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

陳
　
情



問　

会
議
の
委
員
は
、
ど
の

よ
う
に
決
め
て
い
く
の
か
。

児
童
人
権
班
長　

子
ど
も
・

子
育
て
会
議
は
、
現
在
の
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策

定
委
員
会
の
全
事
業
を
盛
り

込
み
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
の
委
員

を
中
心
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員
構
成
は
、
１
号
委
員

と
し
て
、
町
議
会
議
員
、
主

任
児
童
委
員
、
小
学
校
教
頭

会
の
代
表
者
で
見
識
を
有
す

る
者
、
２
号
委
員
は
、
子
ど

も
の
保
護
者
な
ど
で
、
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
学
童
保
育

所
保
護
者
代
表
、
私
立
幼
稚

園
保
護
者
代
表
、
公
立
保
育

所
保
護
者
代
表
、
３
号
委
員

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
事
業
に
従
事
す
る

者
と
し
て
、
公
立
保
育
所
所

長
、
私
立
保
育
所
所
長
、
私

立
幼
稚
園
園
長
、
社
会
福
祉

協
議
会
代
表
者
と
し
て
い
ま

す
。

　

４
号
委
員
は
、
そ
の
他
、

町
長
が
必
要
と
認
め
る
者
と

し
て
、
子
ど
も
会
連
絡
協
議

会
代
表
者
、
以
上
13
名
を
考

え
て
い
ま
す
。　

問　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
所
掌
事
務
の
中
身
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

児
童
人
権
班
長　

１
つ
は
、

特
定
教
育
保
育
施
設
で
あ
る

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、

保
育
所
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
利
用
定
員
の
設
定
で

す
。
２
つ
目
は
特
定
地
域
型

保
育
事
業
で
あ
る
小
規
模
保

育
、
家
庭
的
保
育
、
居
宅
訪

問
型
保
育
、
事
業
所
内
保
育

の
利
用
者
の
定
員
の
設
定
で

す
。

　

３
つ
目
は
、
市
町
村
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
策
定
で
す
。
４
つ
目
が
支

援
事
業
計
画
内
容
の
推
進
に

関
し
、
必
要
な
事
項
及
び
当

該
施
策
の
実
施
状
況
を
調

査
、
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問　

町
に
は
な
い
認
定
こ
ど

も
園
、
小
規
模
保
育
を
支
援

事
業
計
画
の
中
で
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
っ
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
特
定
地
域
型
保
育
事

業
は
、
認
可
基
準
を
市
町
村

が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
条
例
等
の
整
備
は
必

要
な
い
の
か
。

副
町
長　

特
定
地
域
型
保
育

事
業
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
中
で
地
域
の
実
状
に

合
っ
た
意
見
な
ど
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
基
づ
い
て
施
策
を

ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
基
本
的
に
は
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
か
ら
意
見
を
聴

取
し
て
い
く
事
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

町
長　

も
う
一
度
精
査
し
、

条
例
が
必
要
と
あ
れ
ば
、
作

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問  

こ
れ
ま
で
外
国
出
張
の

例
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、

も
し
あ
る
と
し
た
ら
、
ど
う

い
う
基
準
で
手
当
等
を
出
し

て
い
た
の
か
。

総
務
課
長　

こ
れ
ま
で
職
員

海
外
研
修
で
派
遣
し
た
例
は

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

海
外
研
修
を
主
催
し
た
市
町

村
職
員
研
修
所
に
負
担
金
と

し
て
経
費
を
支
払
い
ま
し

た
。
研
修
以
外
の
業
務
で
海

外
に
職
員
を
出
張
さ
せ
た
と

い
う
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
あ

り
ま
せ
ん
。

問  

こ
れ
は
、
今
度
の
Ｆ
Ｂ

良
品
事
業
と
関
連
し
た
も
の

だ
と
思
う
が
、
派
遣
内
容
と

計
画
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

今
回
の
派

遣
予
算
は
、
こ
の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
事
務
所
の
開
設
に
伴
う

参
加
費
用
で
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
開
所
式

の
後
、
引
き
続
い
て
商
談
会

等
も
開
催
さ
れ
出
席
す
る
予

定
で
す
。

　

今
後
の
渡
航
の
予
定
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
具

体
的
に
年
何
回
と
い
う
の
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
商
談

会
等
の
開
催
に
伴
い
、
職
員

の
派
遣
が
必
要
な
場
合
に

は
、
随
時
派
遣
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

商
談
会
に
つ
い
て
も
、
そ

の
開
催
さ
れ
る
規
模
等
に
よ

り
、
そ
の
都
度
、
人
数
は
決

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問  

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
開
催
計
画
と
シ
ス
テ
ム
改

修
業
務
の
内
容
は
。

児
童
人
権
班
長　

会
議
の
回

数
は
、
今
年
度
２
回
、
事
業

計
画
の
策
定
時
期
は
、
来
年

の
夏
場
ま
で
に
策
定
す
る
よ

質疑・答弁から
～町長から提出された議案についての疑問点を質問～

⑨ 平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条

例

町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
改
正

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

質疑・答弁から
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う
に
国
か
ら
の
指
導
が
あ

り
、
来
年
度
３
回
の
会
議
を

開
催
す
る
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
が
、
会
議
の
状
況
等
に

よ
り
回
数
の
変
更
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
電
子
シ
ス
テ
ム
の
構

築
費
用
は
、
５
８
０
万
１
千

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
次
世
代
育
成
支
援

事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
務
処
理

等
を
設
定
し
て
、
国
か
ら
の

情
報
等
を
早
期
に
や
り
取
り

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
す
。
費
用
は
県
の
子
ど
も

応
援
基
金
か
ら
全
額
補
助
さ

れ
ま
す
。

問　

水
田
農
業
経
営
力
強
化

事
業
の
中
身
は
。

農
政
環
境
課
長　

事
業
の
目

的
は
、
自
ら
の
発
想
に
よ
り
、

規
模
拡
大
や
低
コ
ス
ト
化
の

推
進
、
複
合
化
や
多
角
化
等

の
経
営
に
取
り
組
み
、
農
業

基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
必

要
な
経
費
を
交
付
金
と
し
て

交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
１
名
の
認
定
農
業

者
か
ら
追
加
申
請
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
１
５
０
万
円
の

補
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
の
中
身
は
。

農
政
環
境
課
長　

事
業
目
的

と
し
て
、
生
産
基
盤
の
整
備

レ
ベ
ル
や
事
業
規
模
等
、
地

域
の
実
状
に
応
じ
た
農
地
の

大
区
画
化
、
汎
用
化
や
、
畑

地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
等

の
農
地
、
農
業
水
利
施
設
の

整
備
に
資
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
、
木
月
営
農
組
合
が
、

麦
、
大
豆
作
付
け
拡
大
の
た

め
、
地
区
内
の
排
水
不
良
水

田
に
、
暗
渠
排
水
を
施
工
す

る
事
業
で
す
。

　

事
業
規
模
は
、
農
家
数
20

名
、
受
益
面
積
21
・
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
総
事
業
費
３
２

５
５
万
円
で
す
。

問　

Ｆ
Ｂ
良
品
事
業
の
シ
ス

テ
ム
運
用
時
、
ま
た
季
節
に

よ
っ
て
は
、
出
品
す
る
商
品

が
な
い
と
い
う
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
運

用
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

季
節
に

よ
っ
て
は
商
品
の
増
減
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
加
工
品

等
も
商
品
と
し
て
候
補
に
挙

げ
て
い
ま
す
の
で
、
商
品
が

出
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

物
産
展
出
展
委
託
料
と

は
、
月
々
の
運
用
費
等
に
関

す
る
費
用
と
思
う
が
、
取
扱

商
品
の
追
加
、
修
正
、
削
除

等
の
運
用
的
な
費
用
が
全
て

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

物
産
展
出

展
委
託
料
は
、
来
年
の
１
月

に
開
催
さ
れ
る
「
町
一
・
村

一
２
０
１
４
」
と
い
う
展
示

物
の
出
展
委
託
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｂ
良
品
の
出
品
に
伴
う

商
品
の
追
加
、
削

除
、
変
更
は
、
運

用
委
託
料
２
７
３

万
円
の
内
、
月
々

の
委
託
料
15
万
７

５
０
０
円
の
４
ヵ

月
分
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
予

算
の
中
で
変
更
等

は
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
ヵ
月
に

追
加
、
削
除
で
き

る
品
物
は
10
品
ま
で
と
な
り

月
額
15
万
７
５
０
０
円
の
範

囲
内
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

問　
Ｆ
Ｂ
良
品
に
つ

い
て
商
工
会
、
農
業

関
係
者
、
Ｊ
Ａ
に
説

明
し
た
際
に
、
出
品

希
望
者
が
い
た
か
。

　
ま
た
町
に
は
利
益

が
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
商

工
会
、
農
協
に
は
、

事
業
概
要
と
９
月
議

会
に
議
案
を
提
案
す

る
こ
と
は
、
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の

出
品
者
が
い
る
か
は
、
今
後

の
協
議
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

具
体
的
に
何
店
舗
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
ま
だ
想
定
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

直
接
的
な
利
益
は
町
に
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
シ

ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
く
の
方
が
特
産
物
等

を
出
品
し
て
い
た
だ
い
て
、

そ
こ
で
地
域
所
得
を
向
上
さ

せ
、
間
接
的
に
税
収
が
伸
び

て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

？

問　

西
区
用
地
を
売
却
す
る

た
め
に
、
予
算
を
付
け
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

こ
の
繰
出

金
に
つ
い
て
は
、
中
山
西
区

用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
の

方
で
、
企
業
用
地
売
払
等
促

進
事
業
に
対
す
る
委
託
料
と

し
て
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
委
託
料
は
、
売
買
契

約
が
成
立
し
た
場
合
の
み
支

払
わ
れ
る
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

委
託
先
と
し
て
、
宅
地
、

建
物
取
引
業
を
営
ま
れ
る
金

融
機
関
、不
動
産
会
社
等
が
、

こ
の
西
区
用
地
に
つ
い
て
、

企
業
に
こ
の
用
地
を
紹
介
、

交
渉
を
行
い
、
契
約
に
至
っ

た
場
合
、
契
約
金
額
に
対
し

て
２
％
を
委
託
料
と
し
て
支

払
い
ま
す
。



質
問　

所
信
表
明
で
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
遠
賀

川
渡
河
橋
の
一
日
も
早
い
開

通
が
望
ま
れ
る
が
、
町
長
自

ら
行
う
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

の
企
業
誘
致
、
住
宅
誘
致
を

進
め
、
地
域
の
雇
用
の
増
大

を
図
る
と
言
っ
て
い
た
が
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な
も
の

が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
の

原
因
は
工
業
団
地
を
開
発

し
て
い
な
い
事
で
は
な
い
の

か
、
住
宅
地
も
ど
こ
に
計
画

し
て
い
る
の
か
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
付
近
に
は

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
誘
致
や
住

宅
誘
致
を
す
す
め
、
工
業
団

地
に
つ
い
て
は
中
山
西
区
用

地
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
具
体
的
に
決
ま
っ
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

企
業
が
く
る
時
は
直
ぐ
に

対
応
で
き
る
準
備
を
し
て
い

ま
す
。

質
問　

今
後
、
町
が
発
展
す

る
に
は
旧
３
中
学
校
の
校
区

内
に
そ
れ
ぞ
れ
住
宅
団
地
の

誘
致
を
す
す
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
口
が
増
え
て
い
く

の
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

町
内
の
ど
こ
そ
こ
で

は
な
く
、
全
体
の
発
展
を
願

い
、
商
業
地
の
集
約
を
図
り
、

住
宅
地
に
は
、
住
宅
地
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

質
問　

室
木
か
ら
新
北
五
差

路
を
通
っ
て
古
月
ま
で
の
道

路
付
近
の
住
宅
団
地
の
誘
致

や
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
て

ハ
ウ
ジ
ン
グ
パ
ー
ク
等
を
用

意
す
る
と
か
建
築
条
件
付
き

の
安
い
土
地
を
紹
介
す
る
と

か
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ

る
の
で
は
。

町
長　

現
在
、
色
々
な
事
に

取
組
ん
で
い
ま
す
の
で
今
後

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

公
営
住
宅
が
不
足
し

て
、
町
民
の
方
が
町
外
に

引
っ
越
し
さ
れ
る
事
実
が
あ

る
が
町
営
住
宅
を
含
め
そ
の

在
り
方
、
考
え
方
は
。

町
長　

現
在
、
町
営
住
宅
は

維
持
管
理
費
等
で
赤
字
の
状

態
で
す
が
、
住
ま
い
の
手
当

を
す
る
と
言
う
事
か
ら
、
今

検
討
中
で
す
。

質
問　

町
長
選
挙
の
と
き

に
、
猿
田
峠
の
整
備
を
項
目

に
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が

整
備
方
針
、
目
的
等
は
。

町
長　

猿
田
峠
に
つ
い
て
宗

像
市
長
と
宗
像
・
直
方
線
に

つ
い
て
協
議
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
８
月
６
日
、

直
方
、
宗
像
、
本
町
の
首
長

及
び
県
議
の
４
人
と
福
岡
県

土
整
備
部
長
へ
の
要
望
内
容

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
頂
上
付
近
を
も
う
少
し

開
き
、
光
が
入
っ
て
交
通
が

し
や
す
い
よ
う
な
こ
と
も
話

し
て
い
ま
す
。
歩
道
の
整
備

と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
課
題

に
入
れ
て
い
ま
す
。

質
問　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
仮
想
空
間
に
お
け
る
取
組

み
が
あ
る
が
、
実
空
間
の
取

り
組
み
は
。

町
長　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

は
、
Ｆ
Ｂ
良
品
事
業
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
観
光
、
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
で
す
。

質
問　

町
の
ア
ピ
ー
ル
は
わ

か
る
が
、
道
路
、
標
識
の
整

備
は
ど
う
す
る
の
か
、
又
、

高
齢
者
へ
の
配
慮
、
す
な
わ

ち
買
い
物
難
民
等
の
支
援
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

民
と
官
が
協
議
し
な

が
ら
、
す
ま
い
る
バ
ス
の
見

直
し
も
含
め
や
っ
て
い
き
ま

す
。

⑪ 平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100

知りたいこと
　　 望むこと？
５人の議員が一般質問 一般質問とは、町長から提出された議案以外に、

行政に対する疑問点について質問することです。

企
業
誘
致
、
住
宅
誘
致
の
具
体
的
な
地
域
は
ど
こ

な
の
か

イ
ン
タ
ー
付
近
周
辺
へ
の
誘
致
と
関
連
す
る
道
路

等
の
整
備
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
ま
す
（
町
長
）

田中　二三輝　議員

地
域
活
性
化
に
つ
い
て



平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100 ⑫

質
問　

消
費
税
増
税
は
国
民

の
暮
ら
し
に
大
打
撃
を
与
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体

に
も
影
響
を
も
た
ら
す
と
思

う
が
、
そ
の
影
響
額
は
。

総
務
課
長　

平
成
24
年
度
決

算
を
ベ
ー
ス
に
試
算
し
ま
す

と
、
消
費
税
率
が
８
％
の
場

合
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
影
響
合
計
は
、
歳
入
で
５

１
０
６
万
４
千
円
増
、
歳
出

で
５
７
３
８
万
円
増
。
10
％

の
場
合
、
歳
入
で
８
６
２
０

万
３
千
円
増
、
歳
出
で
９
５

６
３
万
２
千
円
増
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
消

費
税
率
が
８
％
の
場
合
、
収

入
で
８
１
９
万
２
千
円
の

増
、
支
出
で
７
２
０
万
５
千

円
の
増
。
10
％
の
場
合
、
収

入
で
１
３
６
５
万
３
千
円
の

増
、
支
出
で
１
２
０
０
万
８

千
円
増
と
な
り
ま
す
。

質
問　
住
民
負
担
の
影
響
は
。

総
務
課
長　

町
事
業
の
公
共

料
金
で
、
水
道
料
金
と
下
水

道
使
用
料
金
の
合
計
は
、
世

帯
の
平
均
水
量
を
月
当
た
り

20
立
方
メ
ー
ト
ル
と
仮
定
す

る
と
、
８
％
の
場
合
、
月
額

１
６
０
円
の
増
、
年
間
１
９

２
０
円
増
。
10
％
の
場
合
、

月
額
２
７
０
円
の
増
、
年
間

３
２
４
０
円
の
増
。

　

ゴ
ミ
袋
の
購
入
額
は
、
可

燃
袋
月
当
た
り
４
枚
、
不
燃

袋
４
ヵ
月
で
１
枚
と
仮
定
し

た
場
合
、
８
％
の
場
合
で
月

に
10
円
、
年
間
で
１
２
２
円

の
増
、
10
％
の
場
合
は
月
額

で
17
円
、
年
間
で
２
０
４
円

の
増
と
な
り
ま
す
。

　

給
食
費
は
決
算
の
数
字
を

そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
め
て
、
８

％
の
場
合
２
０
３
万
円
増
、

10
％
の
場
合
３
３
８
万
３
千

円
の
増
と
な
り
ま
す
。

質
問　

影
響
額
は
、
24
年
度

決
算
ベ
ー
ス
で
す
か
ら
、
経

済
状
況
が
落
ち
込
ま
な
い
こ

と
が
大
前
提
の
計
算
で
す
。

　

消
費
税
が
上
が
る
と
必
ず

経
済
は
落
ち
込
み
ま
す
。
逆

に
歳
入
は
減
り
、
歳
出
が
増

え
る
影
響
の
方
が
強
く
、
自

治
体
に
と
っ
て
も
相
当
な
痛

手
に
な
り
ま
す
。
消
費
税
増

税
の
撤
回
を
求
め
る
考
え

は
。

町
長　

町
村
会
で
も
勉
強
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
方

法
や
消
費
増
税
の
実
施
時
期

に
つ
い
て
は
、
適
正
な
判
断

を
求
め
て
国
に
要
望
な
り
を

町
村
会
を
通
じ
て
今
後
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

質
問　

住
民
の
所
得
と
、
そ

れ
に
対
す
る
税
金
、
公
共
料

金
の
額
と
率
は
、
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

厚
生
労
働
省
、

財
務
省
、
総
務
省
等
の
資
料

に
よ
り
ま
す
と
短
期
的
に
は

多
少
の
上
が
り
下
が
り
は
あ

り
ま
す
が
、
中
・
長
期
的
に

は
、
所
得
は
昭
和
か
ら
平
成

６
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
上
が
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
平
成

６
年
を
ピ
ー
ク
に
、
以
降
下

が
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
一

方
で
国
民
負
担
率
や
公
共
料

金
の
ウ
エ
ー
ト
は
、
昭
和
か

ら
引
き
続
き
平
成
の
時
代
も

少
し
ず
つ
上
が
り
続
け
て
い

る
と
い
う
実
態
で
す
。

質
問　

町
内
の
世
帯
、
個
人

の
所
得
の
実
態
把
握
を
し
、

そ
の
上
で
税
率
、
公
共
料
金

の
額
等
を
考
慮
す
る
べ
き
で

は
。

町
長　

鞍
手
町
の
実
態
把
握

を
早
速
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

鞍
手
町
で
は
、
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
３

歳
未
満
だ
っ
た
医
療
費
の
無

料
化
を
、
県
に
先
駆
け
て
年

齢
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
岡
県
も
小
学

校
入
学
前
ま
で
に
無
料
化
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

間
多
く
の
自
治
体
で
、
独
自

に
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

を
拡
充
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
県
内
自
治
体
の
状
況
は
。

保
険
健
康
課
長　

対
象
年
齢

が
福
岡
県
の
基
準
、
就
学
前

を
上
回
っ
て
実
施
し
て
い
る

市
町
村
は
、
平
成
25
年
４
月

１
日
現
在
で
60
市
町

村
中
、
通
院
で
は
18
歳

ま
で
が
１
、
中
学
３
年

ま
で
が
４
、
小
学
校
６

年
ま
で
が
１
、
小
学
校

３
年
ま
で
が
11
、
就
学

前
ま
で
が
43
市
町
村
。

　
入
院
で
は
、
18
歳
ま

で
が
２
、
中
学
３
年
ま

で
が
15
、
小
学
校
６
年

ま
で
が
12
、
小
学
校
３

年
ま
で
が
13
、
就
学
前
ま
で

が
18
市
町
村
で
す
。

質
問　

鞍
手
町
の
子
ど
も
た

ち
は
宝
で
す
。
他
の
自
治
体

よ
り
も
先
駆
け
て
子
育
て
支

援
の
柱
と
し
て
医
療
費
の
無

料
化
を
ぜ
ひ
位
置
づ
け
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

中
学
３
年
ま
で
無
料

化
し
ま
す
と
６
８
０
０
万
円

か
ら
約
７
千
万
円
の
財
政
負

担
に
な
る
と
試
算
が
出
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
低
学
年
ぐ
ら
い
ま

で
は
無
料
に
し
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
が
、
も
う

少
し
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

消費税増税の撤回を求める考えは

町村会を通じて行っていきたい（町長）
宇田川　亮　議員

税
金
、
公
共
料
金
の
決
め

方
は

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

は



質
問　

障
害
者
差
別
解
消
法

が
今
年
の
６
月
に
成
立
し
た

が
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ

た
権
利
擁
護
の
仕
組
み
を
整

え
て
い
く
た
め
に
、
本
町
で

は
何
ら
か
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

福
祉
高
齢
者
班
長　

平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行
ま

で
に
、
国
は
基
本
方
針
を
定

め
、
そ
れ
を
受
け
て
行
政
機

関
や
各
大
臣
が
対
応
要
領
や

指
針
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
基
本
方
針

等
が
示
さ
れ
た
時
点
で
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

い
ま
の
と
こ
ろ
何
も

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
答
弁
だ
が
、
今
後
、

何
ら
か
の
計
画
が
あ
る
の

か
。

福
祉
高
齢
者
班
長　

国
の
基

本
方
針
を
受
け
て
行
政
機
関

が
対
応
要
領
等
を
定
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

基
本
方
針
等
が
示
さ
れ
た
時

点
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

現
在
、
本
町
で
は
車

い
す
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
障
が
い
者
の
た
め
に

リ
フ
ト
付
き
自
動
車
が
貸
し

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
貸
し
出
さ
れ
る

の
が
平
日
だ
け
で
、
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
は
貸
し
出
さ
れ　

て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
リ
フ
ト
付
き
自
動

車
の
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
に

貸
し
出
し
、
他
の
障
が
い
者

の
方
た
ち
と
で
き
る
だ
け
同

じ
よ
う
な
行
動
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
考
え
て
は
。

町
長　

本
町
は
リ
フ
ト
付
き

の
自
動
車
を
保
有
し
て
い
ま

せ
ん
。
社
会
福
祉
協
議
会
が

保
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
貸
し
出
し
は
行
っ
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

質
問　

身
体
障
害
者
福
祉
協

会
の
平
成
24
年
度
の
収
支
決

算
報
告
で
は
、
か
な
り
の
赤

字
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
後
毎
年

繰
越
金
を
取
り
崩
し
て
行

き
、
会
の
運
営
が
成
り
立
た

な
く
な
る
の
も
時
間
の
問
題

で
は
な
い
か
と
、
私
は
懸
念

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
会
の
発
展
と
、

前
向
き
な
活
動
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の

助
成
金
の
見
直
し
を
お
願
い

し
た
い
と
思
う
が
。

町
長　

町
で
は
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
特
に

必
要
な
何
か
事
業
を
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ

の
都
度
、
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問　

鳥
獣
被
害
、
特
に
猪

被
害
の
対
策
と
し
て
、
鳥
獣

の
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
、
加
工
場
や
販
売
店
で

軽
度
の
障
が
い
者
を
雇
用
し

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
う
が
。

農
政
環
境
課
長　

食
肉
加
工

セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
関
し
、

平
成
23
年
12
月
19
日
付
け

で
、
宗
像
市
長
よ
り
宗
像
市
、

福
津
市
、
宮
若
市
、
有
害
鳥

獣
対
策
広
域
連
絡
協
議
会
に

参
加
し
、
鳥
獣
加
工
施
設
建

設
事
業
に
取
り
組
ま
な
い
か

と
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
内
部
協
議
に
よ

り
、
本
町
の
有
害
鳥
獣
駆
除

期
間
に
お
け
る
駆
除
頭
数
が

少
な
く
、
駆
除
し
た
猪
に
つ

い
て
は
、
駆
除
者
が
持
ち
帰

り
処
理
し
て
い
る
こ
と
や
、

維
持
管
理
費
の
負
担
等
を
検

討
し
た
結
果
、
協
議
会
に
参

加
し
な
い
旨
の
報
告
を
、
平

成
23
年
12
月
26
日
付
け
で
、

宗
像
市
長
に
通
知
を
し
て
い

ま
す
。

質
問　

捕
獲
数
が
少
な
い

と
言
わ
れ
る
が
、
多
く
の

方
か
ら
猪
が
頻
繁
に
出
回
っ

て
、
非
常
に
困
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
鳥
獣
被
害
の
対
策

と
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
、

そ
し
て
町
の
活
性
化
、
ま
た

町
の
収
入
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
。

町
長　

鳥
獣
加
工
セ
ン
タ
ー

に
関
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

幅
広
い
分
野
ま
で
視
野
を
広

げ
て
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

方
が
し
っ
か
り
と
働
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
施
策
を
、

今
後
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。　

⑬ 平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100

障
害
者
差
別
解
消
法
の
成
立
に
よ
る
本
町
の

取
り
組
み
は

国
が
基
本
方
針
を
定
め
た
時
点
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
（
町
長
）須山　由紀生　議員

リ
フ
ト
付
き
自
動
車
の
土

日
祝
日
の
貸
し
出
し
は

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ

の
助
成
金
の
増
額
は

鳥
獣
食
肉
加
工
セ
ン 

タ
ー

を
設
立
し
、
障
が
い
者
の

雇
用
促
進
を

▶社会福祉協議会が所有するリフト付き自動車



平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100 ⑭

質
問　

厚
生
労
働
省
研
究

班
の
推
計
で
は
、
平
成
24

年
現
在
、
認
知
症
高
齢
者
は

全
国
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
15
％
に
当
た
る
４
６
２
万

人
、
将
来
認
知
症
を
発
症
す

る
可
能
性
の
あ
る
予
備
軍

は
、
更
に
４
０
０
万
人
い
る

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
推
計
を
単
純
に
鞍
手

町
に
当
て
は
め
て
み
る
と
７

５
０
人
が
認
知
症
、
６
５
０

人
が
そ
の
予
備
軍
と
な
り
、

65
歳
以
上
の
人
の
４
分
の
１

が
認
知
症
と
そ
の
予
備
軍
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

鞍
手
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、

認
知
症
高
齢
者
の
理
解
と
支

援
の
普
及
を
行
う
と
さ
れ
て

い
る
が
、　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
普
及
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

保
険
健
康
課
長　

鞍
手
町
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
連
絡
会

議
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
は
、
平
成
23
年
度
は

２
回
開
催
さ
れ
、
36
人
が
受

講
、
平
成
24
年
度
は
８
回
開

催
さ
れ
、
１
７
８
人
が
受
講
、

平
成
25
年
８
月
の
時
点
で

は
、
３
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、

69
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

質
問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
は
、
地
域
の
方
に
正

し
く
認
知
症
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
認
知
症
高
齢
者
に
対

す
る
地
域
住
民
の
見
守
り
や

支
援
に
繋
が
り
ま
す
。
鞍
手

町
で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方

と
連
携
し
、
連
絡
協
議
会
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
の
活
動
状
況
は
。

保
険
健
康
課
長　

キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
が
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、
出
前
講
座
と
し
て
自
治

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他

に
も
自
主
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
や
企
業
な
ど
に
行

っ
て
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

質
問　

直
方
市
で
は
養
成
講

座
を
委
託
し
て
、
現
在
２
千

名
ほ
ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
て
い
ま
す
。

　

鞍
手
町
で
も
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
の
人
た
ち
に
委
託

し
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長　

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

の
派
遣
も
視
野
に
入
れ
、
幅

広
く
養
成
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問　

認
知
症
高
齢
者
の
方

に
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
悪

質
な
訪
問
販
売
の
被
害
な

ど
、
ご
く
普
通
の
日
常
の
中

に
も
危
険
が
潜
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
地
域
で
の
見
守
り

や
支
援
な
ど
地
域
全
体
で
支

え
る
体
制
は
。

町
長　

認
知
症
高
齢
者
の
支

援
、
見
守
り
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
支
え
る
体
制
は
ま

だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

福
祉
高
齢
者
班
長　

認
知
症

高
齢
者
が
徘
徊
し
た
場
合
に

対
応
で
き
る
体
制
と
し
て
、

直
鞍
地
区
で
徘
徊
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
た
め
の

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
介
護
予
防
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
事
業
、
総
合
相
談

支
援
事
業
、
虐
待
防
止
権
利

擁
護
事
業
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
に
対
す
る
包
括
的

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
４

事
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
業
務
に
偏

り
、
そ
の
他
の
重
要
な
業
務

に
人
員
の
配
置
が
進
ま
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
６
名
の

職
員
が
全
て
嘱
託
職
員
で

す
。
少
な
く
と
も
実
務
担
当

責
任
者
は
正
職
員
を
配
置
す

べ
き
で
は
。

町
長　
職
員
と
も
現
況
の
話

を
し
て
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

介
護
事
務
で
は
介
護

予
防
と
介
護
保
険
で
課
が
別

に
な
っ
て
い
た
り
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
も
保
険

健
康
課
と
福
祉
人
権
課
に
複

雑
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

　

事
務
の
分
掌
を
改
善
す
べ

き
で
は
。

町
長　

私
も
政
策
を
推
進
す

る
上
で
、
機
能
的
な
組
織
を

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
の

で
、
現
在
、
課
の
方
で
見
直

し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

認知症サポーターの養成をすべきでは

幅広く養成していきたい（町長）
岡﨑　邦博　議員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

課
室
の
分
掌
事
務
に
つ
い

て

▶総合福祉センター内に設置された
地域包括支援センター

認
知
症
高
齢
者
の
支
援
体

制
に
つ
い
て



質
問　

昭
和
54
年
に
町
が
５

０
０
万
円
を
出
資
し
、
自
治

体
に
代
わ
っ
て
公
有
地
を
先

行
取
得
す
る
た
め
に
設
立
し

た
土
地
開
発
公
社
の
業
務
内

容
は
。

企
画
財
政
課
長　

土
地
開
発

公
社
の
業
務
範
囲
と
し
て
規

定
す
る
土
地
、
次
に
道
路
・

公
園
・
緑
地
、
そ
の
他
公
共

施
設
ま
た
は
、
公
共
用
地
・

公
営
企
業
の
用
地
に
供
す
る

土
地
や
当
該
地
域
の
自
然
環

境
を
保
全
す
る
こ
と
が
特
に

必
要
な
土
地
、
及
び
史
跡
・

名
勝
・
天
然
記
念
物
の
保
護
・

管
理
、
そ
し
て
航
空
機
の
騒

音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防

止
・
軽
減
す
る
た
め
に
特
に

必
要
な
土
地
を
取
得
、
造
成
、

そ
の
他
の
管
理
及
び
処
分
を

行
う
こ
と
が
業
務
内
容
で

す
。

質
問　

公
社
の
決
算
や
事
業

報
告
に
よ
る
と
、
こ
こ
数
年

間
は
土
地
の
取
得
や
事
業
計

画
も
無
い
の
が
現
状
で
す
。

　

全
国
的
に
は
、
平
成
23
年

か
ら
24
年
の
１
年
間
で
40
の

公
社
が
解
散
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
経
費
や
事
務
の
合
理

化
を
図
る
た
め
に
も
、
解
散

し
た
方
が
良
い
と
思
う
が
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

開
発
公
社
の
存
続
の

必
要
性
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
解
散
に
向
け
て

検
討
し
ま
す
。

質
問　

刑
法
犯
罪
被
害
件
数

に
占
め
る
子
ど
も
の
割
合
は

18
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
場
所
の
発
生
状
況
は
、

小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
・
駐
輪
場
・
共
同
住

宅
及
び
道
路
上
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

鞍
手
町
で
も
昨
年
１
月
に

わ
い
せ
つ
事
件
が
発
生
し
、

４
月
に
は
声
か
け
事
案
が
発

生
、
ま
た
、
直
方
市
や
小
竹

町
に
お
い
て
も
声
か
け
事
案

等
々
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
号
の
中
山

交
番
だ
よ
り
で
は
、
２
月
に

入
り
小
牧
地
区
に
お
い
て
、

夕
方
１
人
で
下
校
中
の
女
子

生
徒
に
対
し
て
不
審
者
が
声

か
け
を
行
っ
て
い
る
と
の
記

事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
に
「
子
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
と
表
示
さ
れ
た
家

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
目
的
と
設
置
時
期
及

び
何
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長　

設
置
目
的
は
、
児

童
、
生
徒
が
犯
罪
等
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
の
緊
急
避

難
先
と
し
て
、
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

設
置
時
期
は
、
青
少
年
育

成
町
民
会
議
の
活
動
と
し

て
、
平
成
９
年
度
か
ら
設
置

を
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
件
数
は
、
数
年
置
き

に
見
直
し
を
行
い
、
現
在
３

６
１
ヵ
所
の
一
般
家
庭
、
商

店
、
企
業
等
に
協
力
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

質
問　

新
し
く
黄
色
の
縦
長

の
看
板
に
赤
い
字
で
「
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
と
い
う

表
示
が
し
て
あ
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
表
示
が
薄
く

な
っ
た
り
、
色
あ
せ
た
り
、

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

表
示
を
確
認
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長　

年
数
が
経
ち
ま
す

と
劣
化
し
て
薄
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
町
内

に
６
校
区
の
小
学
校
区
に
育

成
部
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
ち

ら
の
メ
ン
バ
ー
を
通
し
て
確

認
を
し
て
頂
い
て
劣
化
し
た

部
分
に
つ
い
て
は
差
し
替
え

を
し
て
い
ま
す
。　

質
問　

子
ど
も
た
ち
の
安
全

と
保
護
者
の
安
心
を
得
る
た

め
に
児
童
・
生
徒
に
防
犯
ブ

ザ
ー
を
無
料
で
配
布
す
る
考

え
は
。

教
育
長　

緊
急
時
の
安
全
対

策
と
し
て
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携

帯
す
る
こ
と
は
不
審
者
へ
の

抑
止
効
果
も
あ
り
、
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
配
布
に

つ
い
て
は
近
隣
の
市
町
の
取

り
組
み
状
況
を
参
考
に
し
て

検
討
し
ま
す
。

質
問　

平
成
27
年
４
月
に
中

学
校
が
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

通
学
路
の
安
全
や
子
ど
も

の
安
全
は
十
分
に
考
え
て
い

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
子
ど

も
の
安
全
と
保
護
者
の
安
心

の
た
め
、
ぜ
ひ
防
犯
ブ
ザ
ー

の
導
入
の
検
討
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
の
安

全
は
第
一
と
思
っ
て
い
ま

す
。
全
て
行
政
が
行
う
の
で

は
な
く
、
町
内
の
企
業
や
商

工
会
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

⑮ 平成 25 年１0 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.100

土
地
開
発
公
社
存
続
の
必
要
性
は

解
散
に
向
け
て
検
討
し
た
い
（
町
長
）

熊井　照明　議員

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
表
示
に
つ
い
て

▶表示が見えにくくなっている
子ども 110 番の設置板

防
犯
ブ
ザ
ー
の
無
料
配
布

に
つ
い
て



問　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
の
フ
ァ
ー
ム
本
拠

地
球
場
候
補
地
の
場
所
、
現

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
地
権
者
は
何
人
で
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
の
契
約
方

法
は
。

企
画
財
政
課
長　

候
補
地

は
、
イ
ン
タ
ー
か
ら
北
東
部

に
広
が
る
用
地
を
考
え
て
い

ま
す
。
現
況
は
、
田
ん
ぼ
と

山
林
に
な
っ
て
お
り
、
地
権

者
は
40
名
ほ
ど
い
ま
す
。

　

契
約
の
方
法
は
、
自
治
体

と
契
約
か
、
民
間
の
地
権
者

と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

が
直
接
契
約
さ
れ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
内
容
に
よ
っ

て
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

問　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
の
募
集
条
件
は
、
土
地
の

造
成
済
み
、
荒
造
成
済
み
の

平
坦
な
更
地
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
況
は
田
ん
ぼ
と
山
林

で
あ
れ
ば
、
募
集
条
件
を
満

た
さ
な
い
の
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

２
０
１
４

年
の
夏
か
ら
関
係
施
設
、
メ

イ
ン
球
場
、
サ
ブ
球
場
、
室

内
練
習
場
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

を
兼
ね
た
選
手
の
宿
舎
等
の

建
物
の
工
事
を
着
工
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
い
れ
ば
良
い

の
で
、
現
状
田
ん
ぼ
と
山
林

で
す
が
、
こ
の
２
０
１
４
年

の
夏
ま
で
に
更
地
に
す
る
こ

と
は
可
能
と
判
断
し
て
応
募

し
ま
す
。

　

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
町

が
こ
の
土
地
を
買
収
し
て
造

成
す
る
と
い
う
形
に
な
れ

ば
、
時
間
的
に
間
に
合
い
ま

せ
ん
の
で
、
民
間
活
力
を
導

入
し
て
造
成
す
る
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

問　

他
の
有
力
な
候
補
地
が

誘
致
の
声
を
上
げ
る
中
、
町

が
考
え
る
現
在
の
予
定
地
以

外
に
、
鉄
道
、
イ
ン
タ
ー
も

近
く
に
あ
り
、
駐
車
場
も
取

れ
る
専
門
学
校
跡
地
を
候
補

地
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

候
補
地
と
し
て
は
、

鞍
手
イ
ン
タ
ー
の
北
東
部
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

鞍
手
町
の
将
来
的
な
発
展

か
ら
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
を

下
り
た
右
手
の
土
地
を
、
い

ず
れ
町
が
関
与
し
て
開
発
、

若
し
く
は
民
間
活
力
を
導
入

し
な
が
ら
、
町
の
発
展
の
た

め
に
開
発
を
行
う
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ク

ス
を
誘
致
で
き
な
く
て
も
、

こ
の
お
金
が
無
駄
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
次
の
開
発
の
段

取
り
の
た
め
の
資
金
と
し
て

十
分
に
生
き
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　

配
置
計
画
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
の
民
間
へ
の
業
務
委

託
を
町
で
で
き
な
い
の
か
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
北
東
部
の

候
補
地
は
、
以
前
官
報
で
お

墓
の
こ
と
を
出
し
た
部
分
も

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
含
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
来

年
の
春
ま
で
に
荒
造
成
な
り

民
間
活
力
導
入
と
言
わ
れ
た

が
、
候
補
地
と
し
て
挙
が
っ

た
場
合
に
は
、
具
体
的
に
ど

う
さ
れ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

こ
の
用
地

の
造
成
は
40
名
近
く
の
地

権
者
が
い
ま
す
が
、
大
手
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
等
１
社
に
買
い

上
げ
て
い
た
だ
き
、
交
渉
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
こ
の
計
画
の
策
定
が

で
き
な
い
か
と
い
う
事
に
つ

い
て
は
、
建
物
の
配
置
計
画
、
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▶鞍手インター付近の候補地

臨　時　会
平成２５年第６回臨時会が８月２６日に開催されました。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
球
場

等
の
移
転
候
補
地
と
し
て
応

募
す
る
た
め
の
関
係
予
算

●
一
般
会
計　
３
１
５
万
円

　
を
追
加

　

本
補
正
予
算
は
、
８
月
２

日
付
け
で
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
株
式
会
社
が
、

地
方
自
治
体
を
交
渉
対
象
と

し
て
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
球
場

等
の
移
転
候
補
地
の
募
集
を

行
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

本
町
内
の
一
部
を
そ
の
移
転

候
補
地
と
し
て
応
募
す
る
た

め
関
係
予
算
を
追
加
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
３
１
５
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
、

79
億
２
４
０
４
万
円
と
し
て

い
ま
す
。

（
賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決
）

質
疑
・
答
弁
か
ら



人
車
動
線
、
建
設
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、
一
次
提
案

書
の
締
め
切
り
は
９
月
13
日

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
短
期

間
で
こ
の
内
容
を
盛
り
込
む

こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
、

専
門
業
者
に
業
務
委
託
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
鞍
手
町
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
内
容
も
盛
り
込

ん
で
い
た
だ
く
予
定
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
、
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
こ
の
予
算

３
１
５
万
円
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
一
次
審
査
分
、
二

次
審
査
分
と
大
き
く
２
つ
に

分
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
仮
に
一
次
審
査
で

駄
目
で
二
次
に
残
れ
な
い
場

合
は
、
約
半
分
は
残
る
と
思

い
ま
す
。
も
う
一
点
は
墓
地

の
関
係
で
す
が
、
今
年
の
５

月
21
日
に
告
示
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
１
年
間
告
示
行

為
が
必
要
で
す
の
で
、
来
年

の
５
月
20
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
当
然
こ
の
期
間
も
考
慮

し
て
、
提
案
し
て
い
ま
す
。
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請
負
契
約
の
締
結
～
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
～

～
泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設
事
業
～

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

古
月
処
理
分
区
管
渠
築
造　

工
事(

第
33
工
区)

【
契
約
の
相
手
方
】

松
原
・
有
泉
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
株
式
会
社　
松
原
土
木

　
代
表
取
締
役 

松
原 

龍
成

【
工　
期
】

　
　

１
９
４
日
間

　
平
成
25
年
８
月
29
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
10
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

古
月
処
理
分
区
管
渠
築
造　

工
事(

第
34
工
区)

【
契
約
の
相
手
方
】

三
新
・
福
山
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
三
新
建
設

　
代
表
者 

三
坂 

隆
太

【
工　
期
】

　
　

１
９
４
日
間

　
平
成
25
年
８
月
29
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
10
日
ま
で

県道新延・中間線

第 34 工区（203 ｍ）

兵丹排水機場

道中
第 33 工区（335 ｍ）

門倉剪断工業
兵丹工場

▶流域関連公共下水道事業 古月 33・34 工区

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

泉
水
団
地
改
良
住
宅
造
成　

工
事(

１
工
区)

【
契
約
の
相
手
方
】

昌
栄
・
安
田
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
昌
栄
建
設　
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役 

南
野
準
二
郎

【
工　
期
】

　
　

２
０
９
日
間

　
平
成
25
年
８
月
29
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
25
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

泉
水
団
地
改
良
住
宅
造
成　

工
事(

２
工
区)

【
契
約
の
相
手
方
】

金
村
・
白
石
道
路
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
有
限
会
社　
金
村
組

　
代
表
取
締
役 

金
村 

竜
一

【
工　
期
】

　
　

２
０
９
日
間

　
平
成
25
年
８
月
29
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
25
日
ま
で

▶泉水改良住宅造成工事用地（新延字野田）

　
鞍
手
町
が
候
補
地
と
し
て

定
め
て
い
る
土
地
は
、
現
況

田
ん
ぼ
や
山
林
、
墓
地
で
あ

り
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
候
補

の
要
件
と
し
て
い
る
更
地
、

ま
た
は
荒
更
地
と
い
う
条
件

を
満
た
し
て
な
く
、
選
定
さ

れ
る
可
能
性
は
全
く
な
い
と

考
え
ま
す
。
３
１
５
万
円
を

か
け
て
公
募
提
案
書
を
作
成

す
る
こ
と
自
体
が
無
駄
に
な

り
ま
す
。
む
し
ろ
３
１
５
万

円
を
か
け
れ
ば
、
優
先
順
位

と
し
て
他
に
必
要
な
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
長
の
答
弁
か
ら
、
報
道

と
し
て
鞍
手
町
が
出
る
か
ら

良
い
の
で
は
な
い
か
と
か
、

一
生
懸
命
や
っ
て
も
駄
目
な

ら
ば
仕
方
が
な
い
な
ど
、
誘

致
し
よ
う
と
い
う
熱
意
が
あ

ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
私
は
候
補
地
を
再
考
し
て

い
た
だ
く
上
で
も
、
反
対
し

ま
す
。

（
岡
﨑　
邦
博
）

　

本
議
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、
多
く
の
自
治
体
が
今
手

を
挙
げ
て
い
る
中
、
鞍
手
町

も
勇
気
を
出
し
て
こ
の
ホ
ー

ク
ス
誘
致
事
業
を
開
始
す
る

と
い
う
こ
と
に
お
い
て
非
常

に
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
鞍
手
イ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
周
辺
地

域
の
活
性
化
と
い
う
一
つ
の

大
き
な
目
的
に
向
か
っ
て
本

事
業
を
予
定
さ
れ
た
議
案
に

対
し
て
、
大
変
有
意
義
な
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
鞍
手
町
の
積
極

的
な
姿
勢
を
表
に
出
す
と

い
う
意
味
か
ら
も
、
こ
の

３
１
５
万
円
は
決
し
て
無
駄

に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
ふ
う
に
強
く
確
信
を
し
て

い
ま
す
。

　
以
上
で
賛
成
の
立
場
の
討

論
と
し
ま
す
。

（
田
中 

二
三
輝
）

賛
成
討
論

反
対
討
論



発
行
責
任
者

議
会
議
長  　
川　
野　
高　
實

議会を傍聴しませんか。
　議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴
　できます。
　受付は、当日に議会事務局で行いますので、
　不明な点はお尋ねください。
　　　　　　■問い合わせ　議会事務局まで　
　　　　　　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

次回は、12月議会です。
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例
年
に
な
い
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
朝

夕
は
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
日
中
は

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
体
調
管
理
に
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。　
　

　
今
年
の
台
風
は
い
ま
ま
で
に
な
い
記

録
的
な
豪
雨
で
竜
巻
ま
で
発
生
し
、
各

地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
せ
て
い
ま

す
。
幸
い
に
も
鞍
手
町
は
大
き
な
災
害

に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
住
み
や

す
い
地
域
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
前
回
６
月
号
か
ら
一
般
質
問
の
記
載

ペ
ー
ジ
が
広
く
な
り
ま
し
た
。「
読
み

や
す
く
」「
分
か
り
や
す
く
」
興
味
を

も
っ
て
頂
け
る
よ
う
編
集
委
員
一
同
心

が
け
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
一
読
い
た

だ
く
と
と
も
に
議
会
の
傍
聴
に
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。　

■
編 

集 

後 

記

新しい人事
教
育
委
員
の
任
命
（
第
６
回
臨
時
会
）

　
教
育
委
員　

石
橋
修
一
氏
が
平
成
25
年
６

月
30
日
付
け
で
辞
職
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

堀
角
泰
正
氏
を
後
任
委
員
と
し
て
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員　

水
摩
幸
隆
氏
の
任
期
が
平
成

25
年
10
月
３
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
同
氏
を
再
度
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
任
命
（
第
７
回
定
例
会
）

堀
ほりずみ

角　泰
やすまさ

正　氏（43 歳）
現住所　弥生三丁目１１８番３

任　期　平成２５年　８月２６日から

平成２７年１２月１４日まで

現住所　中山３８２４番地

任　期　平成２５年１０月　４日から
平成２９年１０月　３日まで

水
み ず ま

摩　幸
ゆきたか

隆　氏（65 歳）　

4 　

私
は
、
今
回
初
め
て
議
会
の
一
般

質
問
の
傍
聴
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

耳
が
聞
こ
え
な
い
た
め
、
事
前
に

議
会
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
た
結
果
、

急き
ゅ
う
き
ょ遽
手
話
通
訳
者
の
手
配
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ろ
う
者
は
、
一
人
だ
け

で
し
た
が
、
通
訳
者
二
人
か
ら
一
生

懸
命
に
通
訳
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
内
容
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
３
時
間
で
休
憩
15
分
と
長

時
間
を
二
人
で
休
み
無
く
通
訳
を
し

て
も
ら
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
通
訳

者
が
足
り
な
い
こ
と
で
す
。

　

誰
も
が
も
っ
と
気
軽
に
議
会
へ
足

を
運
べ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
議
会
づ
く

り
に
参
画
し
て
い
け
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

聴
覚
部
会　
阿
高
一
成
さ
ん

鞍
手
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　１０月１３日に、町民グラウンド
で第５０回鞍手町民体育祭がおこな
われました。
　晴れ渡る秋空のもと、３６区が参
加し、各区の代表選手が練習の成果
を発揮して、一生懸命に競技を行い
ました。
　表紙の写真は、みんなでジャンプ

（大縄跳び）の様子です。

表紙の紹介

（ 

熊
井　
照
明 

）

編
集
ス
タ
ッ
フ

委 

員 

長  　
岡　
﨑　
邦　
博

副
委
員
長  　
宇
田
川　
　
　
亮

委　
　
員  　
田　
中　
二
三
輝

委　
　
員  　
熊　
井　
照　
明

委　
　
員  　
須　
藤　
敏　
夫

委　
　
員  　
須　
山　
由
紀
生


